
           皆様と共に歩んだ感動の 22 年間 
       1995 年～2017 年 心からの神への賛美と感謝‼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『この最も小さい者の一人にしてくれたのは、私(キリスト)にしてく

れたことなのである』 新約聖書マタイによる福音書 25 章 40 節 
Mission  Makarios  ミッション マカリオス 

代表牧師 中村榮志 TEL&FAX 072-473-0819 
〒599-0216 大阪府阪南市緑ケ丘 2-7-24 

ホームページ  http://mission-makarios.net/ 
主な活動:フィリピン・ミンダナオ島・ダバオ市内 
貧民街・ごみの山。・貧困地区の 3 つの幼稚園活動 

郵便振替口座番号 0090-5-38464 

1995 年  Mission Makarios が設立される。比国で孤児院を開設。13 名の孤児を迎えるも、名前も誕

生日も無い孤児たちに戸惑う。福祉局と相談して、名前と誕生日の命名から始まる。 

2000 年  孤児院に電気が通る。これまでは比国の多くの地域と同じく、電気・ガス・水道も無い生活。 

      トイレも横板 1 枚の青天井のトイレです。 

2000 年  貧困地区の子供は、貧しさの為に学校へ行くことが出来ません。そのために、日本から、学

校へ行く方法として、お米・文房具・被服・お金等の支援を行い、毎年 40 名近くの子供達が

学校へ 行きました。日本からの『足長おじさん』の尊い活動を戴きました。 

2002 年  日本政府は ODA(海外開発支援活動)として、孤児院に素晴らし子供達の家を建てて下さいま

した。ジャングルに王様の家の感じです。子供達は大きな感動に溢れました。 

2005 年  10 年間で掘った井戸は 5 本、すべて水は出てはこなかった。中村は老後の蓄えをつぎ込ん

で、5Km 離れた水源地からパイプを引いて水道を引きました。ようやくの水道の完成です。 

2007 年  人も近寄らない極悪・非道・恐怖のスラム・貧民街に幼稚園活動を始めました。 

2014 年  悪臭と非衛生な環境。途中アルカイダのテロリストを通過しなければ入れない、ごみの山に、

幼稚園を設立しました。この計画は当初よりの願いのようやくの実現となりました。 

2014 年  比国政府と福祉局は、比国にあまりにも多い孤児院を、外面的なメンツから、孤児院を減ら

す為に、孤児達を強引に親戚・縁者の下へ送り帰す政策を 2005 年から打ち出しました。 

Mission は 10 年間闘いましたが、現地の理事会はついに孤児院を閉院しました。 

2016 年  私達は、孤児院の地に、第 3 の幼稚園を設立いたしました。 

      フィリピンでは、小学校入学時に入学審査が行われます。この審査に合格しなければ、入学

することは出来ません。その為の教育が幼稚園で行われておりますが、貧しい家庭の子供達は

幼稚園に行くことは出来ないのです。その結果、巷には、学校へ行くことの出来ない子供達が

溢れております。この子供達は、文字も、計算も出来ない為に、闇の世界、負の人生へと引き

込まれて行きます。(全児童の約 2 割が学校へ行くことが出来ない現状です) 

      学校へ行くことの出来ない子供達は、強盗・麻薬密売・麻薬患者・暴力・ギャング・売春・

殺人・アルカイダのテロリストへと誘われて行くのです。この未来に輝きを抱いた子供達に

『信仰・希望・愛・教育』を目標に、『子供の人生に輝きを・光を』と祈り願って、私達は無

料に近い幼稚園を設立し、貧しい家庭の子供だけが入ることの出来る幼稚園活動を、日本の皆

様の尊い御愛と御支援を戴いて行って参りました。 

この幼稚園は、全員が合格すると言う素晴らしい幼稚園として有名です。 

『いかに幸いなことでしょう。弱い者に思いやりのある人は』聖書 詩編 41 編 2 節 
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1995 年に設立された孤児院です。水も電気もガスもありませんでした。 

孤児院です。    孤児院は毎日水牛の運ぶ飲料水を買って生活しておりました。 

南国での楽しいシャワータイムです。  孤児院の子供達です。  日本政府からの ODA のプレート。 

ここでは皆、兄弟姉妹です。   楽しい孤児院の 1 日。 

日本政府からのプレゼントです。 

自分の物以外も洗濯しております。 散髪もお互いにしております。 ここでは、楽しく生活しております。 

孤児院では、悲しい両親との別れ、見捨てられた辛い想い。信じられない親戚の人々

のいじめや虐待をこの子供達は経験して来ました。しかし、ここでは皆が兄弟姉妹と

してお互いに助け合いながら楽しく生活をしております。 
『友はいずれの時にも愛する。兄弟は悩みの時の為に生まれる』 

聖書 箴言 17 章 17 節 


